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336 銘柄組入銘柄数 ：

ファンドは、値動きのある証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファンド

の運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、本書中の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありませ

ん。当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料です。投資信託のリスクやお申込メモの詳細についてのご確認や、投資信託をお申込みいただくにあたって

は、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。

2021年10月29日

追加型投信／内外／株式
マンスリーレポート

（月次改訂）

資産内容 2021年10月29日 現在

組入上位10銘柄 2021年10月29日 現在

野村グローバル高配当株プレミアム

（通貨選択型）

ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・ハイ・ディビデンド・エクイティ・プレミアムの資産内容と組入上位10銘柄

・国・地域は原則発行国・地域で区分しております。

・予想配当利回り(課税前）は、為替取引前の数値です。

合計

MICROSOFT CORP 

ENI SPA 

CENTRICA PLC 

TAIWAN SEMICONDUCTOR MANUF CO LTD 

APPLE INC 

COMMONWEALTH BANK OF AUSTRALIA 

TESCO PLC 

SANOFI 

WELLS FARGO & CO 

GLAXOSMITHKLINE PLC 

銘柄

米州

欧州

欧州

アジア・太平洋

米州

アジア・太平洋

欧州

欧州

米州

欧州

地域

テクノロジー

エネルギー

公益

テクノロジー

テクノロジー

金融

生活必需品

生活必需品

金融

生活必需品

業種

2.3%

1.6%

1.5%

1.5%

1.5%

1.4%

1.3%

1.3%

1.2%

1.1%

14.6%

純資産比

0.7%

2.9%

3.1%

2.0%

0.5%

3.7%

3.7%

3.7%

2.4%

5.5%

予想配当利回り
(課税前）

・国・地域は原則発行国・地域で区分しております。

金融 26.7%

生活必需品 15.9%

通信 10.3%

テクノロジー 10.0%

消費循環 8.5%

その他の業種 20.3%

その他の資産 8.4%

純資産比業種

合計 100.0%

業種別配分

米州 27.5%

欧州 34.2%

アジア・太平洋 29.9%

- -

- -

- -

その他の資産 8.4%

合計 100.0%

純資産比地域

地域別配分

米ドル 39.1%

ユーロ 15.5%

豪ドル 12.4%

英ポンド 11.9%

- -

その他の通貨 21.1%

純資産比通貨

通貨別配分（為替取引※前）

組入比率 91.6%

35.6%

104.4%

36.7日

3.0%

3.7%

ポートフォリオ特性値

カバー率

平均行使価格

配当利回り（年率、米ドル

為替取引後ベース）※

プレミアム（年率）

平均行使期間

当資料は、各副投資顧問会社からのデータを基に、投資顧問会社である野村アセットマネジメントが算出したデータを使用して作成しております。

カバー率（左軸）

プレミアム（年率、右軸）

･上記のポートフォリオ特性値は、各副投資顧問会社のポートフォリオの特性値(カ

バー率、平均行使価格等)を、その組入比率で加重平均したものです（米ドル建て）。

・カバー率：純資産に対するオプションのポジション

・平均行使価格：原資産価格（株価）に対する平均権利行使価格

・平均行使期間：権利行使日までの平均日数

・配当利回り：純資産に対する予想配当利回り

・プレミアム（年率）：純資産に対する年率調整後のプレミアム収入

※米ドル建て以外の資産に投資を行なった場合は、原則として米ドル以外の株式な

ど組入資産にかかる通貨を売り、米ドルを買う為替取引を行ないます。また、当該為

替取引では、米ドルの金利が株式など組入資産にかかる通貨の金利より低い場合

は為替取引によるコストが発生する場合があります。配当利回りは、組入資産（現

地通貨建て）の配当利回りに当該為替取引によるプレミアム／コストを反映し、表示

しています。

※米ドル建て以外の株式等に投資を行なった場合は、各副投資顧

問会社が、原則として米ドル以外の株式など組入資産にかかる通

貨を売り、米ドルを買う為替取引を行ないます。

◆設定・運用は

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号
一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員

一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員
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※選定通貨は、定期的に（原則、毎月）

見直しを行ないます。

ファンドは、値動きのある証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファンド

の運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、本書中の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありませ

ん。当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料です。投資信託のリスクやお申込メモの詳細についてのご確認や、投資信託をお申込みいただくにあたって

は、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。

2021年10月29日 現在

ブラジル･レアル 19.5%

インドネシア・ルピア 21.3%

インド・ルピー 20.9%

南アフリカ・ランド 15.0%

メキシコ･ペソ 22.5%

配分比率選定通貨

通貨別配分 （参考）選定通貨の短期金利

「通貨セレクトコース」が投資する外国投資信託

（ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・ハイ・ディビデンド・エクイティ・プレミアム－通貨セレクトクラス）の通貨別配分

6.8%

3.2%

4.0%
3.5%

5.0%

0.0%

2.5%

5.0%

7.5%

10.0%

ブラジル インドネシア インド 南アフリカ メキシコ

2021年10月29日

マンスリーレポート

（月次改訂）

追加型投信／内外／株式

野村グローバル高配当株プレミアム

（通貨選択型）

・ブラジル：1ヵ月NDFインプライド金利、インドネシア：1ヵ月NDFインプライド金利、インド：1ヵ月NDFインプライド金利、

南アフリカ：ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ･ｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ･ｱｸﾞﾘｰﾄﾞ･ﾚｰﾄ1ヵ月、メキシコ：T-Bill1ヵ月

（参考）選定通貨の短期金利の
加重平均値

・各選定通貨の短期金利を通貨別配分の各々の配分比率で加重平均した数値です。

4.5%

・NDFインプライド金利は、日々の変動が大きいため20日移動平均を使用しています。また、当資料で用いられてい

るNDFインプライド金利はブルームバーグが集計・公表している数値であり、ファンドにおける実際のNDFインプライ

ド金利とは異なる場合があります。■選定通貨の入れ替えについて
2021年10月29日現在

選定通貨および基本配分比率の変更は行なっておりません。
メキシコについては、引き続き新型コロナウイルス感染症への対処や打撃を受けた景気に対する支援策を巡り政治不安が高まる

新興国が多い中で、安定的な政治体制を維持している点を評価しています。一方で、発表された2021年7-9月期の実質GDP（国内
総生産）成長率は前四半期比で-0.2％の伸びとマイナス成長に転じました。また、オブラドール政権が電力再国有化を目指す憲法
改正案を推進していることなどを懸念しています。このような環境下、メキシコ・ペソの基本配分比率を25％で維持しました。

インドネシアについては、インドネシア国会において付加価値税の増税などを盛り込んだ税制改革法案が可決されました。当初
案に比べて内容の希薄化は否めないものの、2023年には財政赤字をGDP比で3％以内とする財政規律ルールの遵守に向けて政
府が政策を策定していることを好感しています。引き続き金融・財政的に政策対応余地が残っている点を評価しており、インドネシ
ア・ルピアの基本配分比率を20％程度で維持しました。

インドについては、インド準備銀行(中央銀行)が金融政策決定会合において政策金利を据え置く一方で、流通市場における「国
債買い入れプログラム」に基づく国債買い入れを停止すると発表しました。入札による流動性吸収の規模拡大も発表され、経済に
配慮しつつも景気回復に合わせて必要な金融引き締めを実施する姿勢を好感しています。このような環境下、インド・ルピーの基
本配分比率を20％程度で維持しました。

ブラジルについては、2022年に大統領選挙を控え、ボルソナロ大統領が憲法で規定された歳出上限を超えて低所得者向け現金
給付を増額する方向で憲法改正案をまとめたことなどから、財政悪化への懸念が高まりました。一方で、ブラジル中央銀行は10月
の政策決定会合において、政策金利を1.50％引き上げ7.75％としています。引き続き、経済の正常化に伴い物価上昇が続く中で、
引き締め姿勢を維持していることを好感しています。他の新興国と比較して潤沢な外貨準備高を備えており、短期的な金融市場の
急変に対して緩衝力があると考えており、ブラジル・レアルの基本配分比率を20％程度で維持しました。

南アフリカについては、資源純輸出国であり中国経済の成長減速の影響が比較的大きいことを懸念しています。また、賃金の引
き上げを求めて金属労働組合がストライキを実施しており、景気の回復が遅れることを危惧しています。一方で、主に堅調な資源価
格により交易条件が改善したことで、南アフリカは貿易黒字および経常黒字を計上する新興国となっており、市場急変時には資金
が流出しにくくなっていることを好感しています。このような環境下、南アフリカ・ランドの基本配分比率を15％程度で維持しました。

この結果、選定通貨および基本配分比率を以下の通りとしました。
メキシコ・ペソ 25％程度、 インドネシア・ルピア 20％程度、 インド・ルピー 20％程度、 ブラジル・レアル 20％程度、
南アフリカ・ランド 15％程度

◆設定・運用は

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号
一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員

一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員
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2021年10月29日

追加型投信／内外／株式
ご参考資料

（月次改訂）

通貨セレクトコースの対象通貨国の為替レートおよび短期金利（日次） 2021年10月29日 現在

・出所：ブルームバーグ等のデータに基づき野村アセットマネジメント作成

当資料は、野村アセットマネジメントが作成したご参考資料です。当資料は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。当資料中の記載内
容、数値、図表等は、当資料作成時のものであり、事前の連絡なしに変更されることがあります。なお当資料中のいかなる内容も将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。ファンドは、元金が保
証されているものではありません。ファンドに生じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。お申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご
自身でご判断ください。

・上記は過去のデータであり、将来を示唆あるいは保証するものではありません。また、ファンドの運用実績ではありません。ファンドの投資成果を示唆あるいは保証するものでもありません。

野村グローバル高配当株プレミアム

（通貨選択型）

：為替レート：円/対象通貨で表示

：対象通貨国の短期金利（課税前）

＊NDFインプライド金利は、日々の変動が大きいため20日移動平均を使用しています。また、当資料で用いられているNDF
インプライド金利はブルームバーグが集計・公表している数値であり、ファンドにおける実際のNDFインプライド金利とは異
なる場合があります。

NDFについては3ページをご参照ください。
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ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ･ｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ･ｱｸﾞﾘｰﾄﾞ･ﾚｰﾄ1ヵ月（左軸）

◆設定・運用は

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号
一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員

一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員

円/インドネシアルピア（右軸）

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ･ｼﾞｬｶﾙﾀ･ｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ･ｵﾌｧｰﾄﾞ･ﾚｰﾄ１ヵ月（左軸）

6/12



（注）投資対象とする外国投資信託の各副投資顧問会社からの情報提供に基づき作成しています。

マンスリーレポート

(月次改訂)

2021年11月

ファンドは、値動きのある証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファンド

の運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、本書中の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料です。投資信託のリスクやお申込メモの詳細についてのご確認や、投資信託をお申込みいただくにあたっては、販

売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。

追加型投信／内外／株式

野村グローバル高配当株プレミアム

（通貨選択型）

○新型コロナウイルスの影響から、世界経済の先行きには不透明感があります。しかしながら、新型コロナウイルスのワクチ

ン普及が見込まれること、各国政府の経済対策により、経済が下支えされることが期待され、中長期的な観点では、米国を

中心に世界経済は緩やかながら成長軌道に戻るものと考えます。

○当ファンドは、世界の株式市場から選別した高配当株に投資することにより、高水準なインカムゲイン（配当等収益）の確

保に加え、中長期的な信託財産の成長を目指します。また、保有する高配当株式にかかるコール・オプションを売却し、オ

プションのプレミアム収入の獲得を目指す『株式プレミアム戦略』を活用し、更なる収益の獲得に努めていきます。

*当ファンドは証拠金規制に則り、規制対象取引の評価損益について取引の相手方と証拠金の授受を行なう場合があります。

先月の投資環境

○世界の高配当株式指数（注） は、米国や欧州の7-9月期決算が堅調であったことなどを背景に、月間で値上がりとなりま

した。

○米国の高配当株式は上旬、新型コロナウイルスの経口治療薬の早期実用化への期待が台頭したことや、米与野党が連

邦政府の債務上限問題の先送りで合意し、当面の懸念が後退したことなどを受けて底堅く推移しました。また、中旬以降に

は、米企業の7-9月期決算が市場予想を上回ったことや9月の米小売売上高が市場予想に反して前月比で増加を続けた

ことなどを背景に上昇し、月間で値上がりとなりました。

○欧州の高配当株式は上旬、天然ガスや原油などエネルギー価格の高騰によるインフレ圧力などが警戒されましたが、中

旬以降は、欧州企業の7-9月期決算が堅調な滑り出しとなったことなどを背景に上昇し、月間で値上がりとなりました。

○アジア・太平洋の高配当株式は月前半、9月に大きく上昇した反動や岸田新政権による金融所得課税強化への警戒感

などから日本株を中心に下落しました。月後半には、米株高に加え、中国の大手不動産会社の債務問題を巡る不透明感

がやや和らいだことなどを受けて上昇し、月間では値上がりとなりました。

○新興国通貨市場においては、発表された経済指標から中国経済の減速が再確認されたほか、景気回復途上にある新

興国にとって、国際的なエネルギー価格上昇が想定以上のインフレ率上昇などに繋がることが懸念されました。一方で、米

国でも物価の上昇が観測される中で、11月FOMC（米連邦公開市場委員会）における緩和的な金融政策の正常化が意識

され、円が対米ドルで下落した結果、新興国通貨は対円でまちまちの動きとなりました。
（注） 当ファンドの運用においては、MSCIワールド・ハイ・ディビデンド・イールド・インデックス（現地通貨ベース）※を参考にしています。また、当ファンドの基準価

額の動きと同指数の動きとは一致しません。

※ MSCIワールド・ハイ・ディビデンド・イールド・インデックスの著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCIに帰属します。またMSCIは、同指数の内容を変更

する権利および公表を停止する権利を有しています。

今後の運用方針 （2021年10月29日 現在） （以下の内容は当資料作成日時点のものであり、予告なく変更する場合があります。）

○基準価額（分配金再投資）は、円コースと通貨セレクトコースは共に上昇しました。

○地域別配分は、米州、欧州、アジア・太平洋に、概ね等配分に投資しました。また、業種別配分は、金融などの比率が高

めとなりました。地域、業種別配分などの観点から分散されたポートフォリオの構築を行ないました。
○業種別のリターン寄与では、金融などの値上がりがプラス要因となりました。
○上位保有銘柄のうち、マイクロソフトなどの値上がりがプラスに影響しました。

〇通貨セレクトコースについては、投資通貨は対円でまちまちな動きとなりました。ブラジルでは、2022年に大統領選挙を

控え、ボルソナロ大統領が憲法で規定された歳出上限を超えて低所得者向け現金給付を増額する方向で憲法改正案をま

とめたことなどから、財政悪化が懸念され通貨は対円で下落しました。

先月の運用経過 （運用実績、分配金は、課税前の数値で表示しております。）

◆設定・運用は

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号
一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員

一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員
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組入上位10銘柄の解説 2021年10月29日 現在

2021年11月

ファンドは、値動きのある証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファンド

の運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、本書中の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありませ

ん。当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料です。投資信託のリスクやお申込メモの詳細についてのご確認や、投資信託をお申込みいただくにあたって

は、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。

追加型投信／内外／株式

野村グローバル高配当株プレミアム

（通貨選択型）
マンスリーレポート

（出所）「組入銘柄解説」は、Bloomberg、投資対象とする外国投資信託の各副投資顧問会社からの情報提供に基づき、野村アセットマネジメントが作成し

ています。

（注）当資料はファンドの上位組入銘柄の参考情報を提供することを目的としており、特定銘柄の売買などの推奨、また価格などの上昇や下落を示唆する

ものではありません。

(月次改訂)

◆設定・運用は

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号
一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員

一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員

1
Microsoft Corp
マイクロソフト

ソフトウエアメーカー。ソフトウエア製品の開発、製造、ライセンス供与、販売、サポートに従
事。オペレーティングシステム、サーバー・アプリケーション、法人・個人向けアプリケーション
のソフトウエア、ソフトウエア開発ツール、およびインターネット／イントラネットソフトウエアを手
掛ける。テレビゲーム機、デジタル音楽・娯楽用機器も開発する。

2
Eni SpA
ENI

炭化水素生産会社。イタリア､アフリカ、北海、メキシコ湾、カザフスタン、およびオーストラリア
にて、炭化水素の探鉱・生産に従事。イタリアやその他欧州諸国への販売のため天然ガスを
生産・輸入するほか、パイプラインによる天然ガスの輸送も手掛ける。また、電力の生産・販
売、石油の精製、および給油所の経営も展開。

3
Centrica PLC
セントリカ

総合エネルギー会社。家庭および企業向けにさまざまなエネルギー・ソリューションの提供に
従事。エネルギーの採掘、生産、処理、貯蔵、取引、保存、および供給に加え、多様な関連
サービスも手掛ける。

4

Taiwan Semiconductor Manufacturing
Company, Ltd.
台湾積体電路製造

半導体メーカー。ウエハー製造、プロービング、組み立て、検査のほか、マスクの製造、設計
サービスを提供する。同社の集積回路（IC）はコンピューター、通信機器、消費者向け電子
製品、自動車、工業機器の各産業で使用される。

5
Apple Inc
アップル

パソコン、関連製品、モバイル通信機器、各種関連ソフトウエア、サービス、周辺機器、ネット
ワーキング・ソリューションの設計、製造、販売に従事。製品は、自社オンラインストア、直営小
売店、自社販売員、サードパーティ卸売り、再販業者を通して販売される。

6
Commonwealth Bank of Australia
オーストラリア･コモンウェルス銀行

商業銀行。個人顧客、中小の商工業を対象に銀行業務、生命保険、その他関連サービスを
提供する。主な業務は、法人および一般向け銀行業務、国際金融、機関投資家向け銀行・
株式ブローカー業務のほか、老齢者年金商品などの資産運用。

7
Tesco PLC
テスコ

食品小売会社。子会社を通じて食品を販売する。オンライン小売業とスーパーマーケットでの
店舗販売を手掛け、プライベートブランド製品を提供する。主な事業拠点である欧州のほか、
アジアにも店舗を拡大。

8
Sanofi
サノフィ

製薬会社。処方薬やワクチンの研究・開発・製造に従事。循環器疾患、血栓症、代謝性疾
患、中枢神経障害、腫瘍などを治療する医薬品を開発する。世界各地で事業を展開。

9
Wells Fargo & Co
ウェルズ・ファーゴ

総合金融サービス会社。銀行、保険、投資、住宅ローン、リース、クレジットカード、消費者金
融などを手掛ける。世界各地の実店舗、インターネット、その他流通網向けに事業を展開。

10
GlaxoSmithKline PLC
グラクソ・スミスクライン

リサーチを基盤とする製薬会社。 ワクチン、処方薬、市販薬、ヘルスケア関連消費者向け製
品を開発、製造、販売する。感染症、うつ病、皮膚病、喘息、心臓および循環器系疾患、が
んの治療用医薬品を提供する。

組入銘柄解説組入銘柄
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・出所：投資顧問会社（野村アセットマネジメント）作成

・上記は2021年10月29日現在のものであり、今後変更となる場合があります。

ファンドの特色

追加型投信／内外／株式

2021年10月29日

（月次改訂）

野村グローバル高配当株プレミアム
（通貨選択型）

マンスリーレポート

ファンドは、値動きのある証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファン

ドの運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、本書中の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありま

せん。当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料です。投資信託のリスクやお申込メモの詳細についてのご確認や、投資信託をお申込みいただくにあ

たっては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。

主な担当地域 副投資顧問会社 運用の再委託先
BlackRock Investment Management (UK) Limited
BlackRock Asset Management North Asia Limited

欧州 Schroder Investment Management Limited -
野村アセットマネジメント株式会社 -
FIRST SENTIER INVESTORS（AUSTRALIA）IM LTD -

米州 BlackRock Investment Management, LLC

アジア・太平洋

● 「野村グローバル高配当株プレミアム（通貨選択型）」は、投資する外国投資信託において為替取引手法の異なる2つのコース（円コース、通貨セレクトコース
（各コースには「毎月分配型」、「年2回決算型」があります。））から構成されています。

● 高水準のインカムゲインの確保と中長期的な信託財産の成長を図ることを目指します。

● 世界の高配当利回り株式（以下、「高配当株」といいます。）を実質的な主要投資対象※1とします。加えて、保有する銘柄にかかるコール・オプションを売却し、

オプションのプレミアム収入※2の獲得を目指す「株式プレミアム戦略」を実質的に活用します。
※1「実質的な主要投資対象」とは、外国投資信託や「野村マネー マザーファンド」を通じて投資する、主要な投資対象という意味です。

※2 オプションを売った対価として受取る権利料のことを指します。

● 円建ての外国投資信託「ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・ハイ・ディビデンド・エクイティ・プレミアム」および国内投資信託
「野村マネー マザーファンド」に投資します。

・ 「ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・ハイ・ディビデンド・エクイティ・プレミアム」には、為替取引手法の異なる2つのクラスがあります。

※ 選定通貨は、投資対象とする外国投資信託の投資顧問会社が選定した通貨を指します。
詳細は、交付目論見書の「各コースが投資対象とする外国投資信託の概要」の投資方針をご覧ください。

◆ 通常の状況においては、「ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・ハイ・ディビデンド・エクイティ・プレミアム」への投資を中心とします※が、

投資比率には特に制限は設けず、各投資対象ファンドの収益性および流動性ならびにファンドの資金動向等を勘案のうえ決定します。
※ 通常の状況においては、「ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・ハイ・ディビデンド・エクイティ・プレミアム」への投資比率は、概ね90％以上を目処とします。

・投資顧問会社が、高配当株や株式オプションの運用を行なう副投資顧問会社の選定と、各副投資顧問会社が運用する信託財産の配分比率を決定します。

・副投資顧問会社の選定にあたっては、運用体制や運用プロセスなどに対する独自の定性評価を重視し、高配当株や株式オプションの運用において優れていると判断した

運用会社を原則として複数選定します。

・投資顧問会社は選定した副投資顧問会社およびファンド全体のリスク特性の状況をモニターし、必要に応じて各副投資顧問会社が運用する信託財産の配分比率の変更や

副投資顧問会社の入替を適宜行ないます。

＊投資顧問会社は、副投資顧問会社の選定および信託財産の配分比率決定にあたり、野村ファンド・リサーチ・アンド・テクノロジー株式会社より助言を受けます。

＜一般的なコール・オプションとは＞
・ コール・オプションとは、ある特定の商品（株式など）を将来のある期日（満期日など）に、あらかじめ決められた特定の価格（＝権利行使価格）で買う権利を売買する

取引のことです。

・ 取引開始日に、コール・オプションの買い手は、その対価として、コール・オプションの売り手にプレミアム（権利料）を支払います。

・買い手は満期日に権利を行使して、当該商品を権利行使価格で手に入れることができます。一方、売り手はこの権利行使に応じる必要があります。商品の受渡しによ

る決済のほか、現金による決済もあります。

・株価水準や株価変動率が上昇すること等が、コール・オプションの評価値の上昇要因となります。なお、コール・オプションの売却を行なう場合には、コール・オプション

の評価値の上昇は、損失を被る要因となります。
※上記は、コール・オプションの全てを説明したものではありません。また、当てはまらない場合もあります。

円コース

（毎月分配型）／（年2回決算型）

通貨セレクトコース

（毎月分配型）／（年2回決算型）

コース名

組入資産を、原則として対円で為替ヘッジを行ないます。

組入資産について、原則として、実質的に当該組入資産にかかる通貨を売り、

選定通貨※（米ドルを除く）を買う為替取引を行ないます。

各コースが投資対象とする外国投資信託の為替取引手法

■外国投資信託「ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・ハイ・ディビデンド・エクイティ・プレミアム」の主な投資方針について■

◆世界の高配当株を主要投資対象とし、高水準のインカムゲインの確保と中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行なうことを基本とします。

◆高配当株への投資に加えて、「株式プレミアム戦略」を活用し、さらなる収益の獲得を目指します。「株式プレミアム戦略」とは、保有する銘柄にかかる

コール・オプションを売却し、オプションのプレミアム収入の獲得を目指す戦略をいいます。

・各コール・オプションの売却等は、市場環境等を考慮し、それぞれ異なるタイミングで行ないます。

・保有銘柄の一部または全部にかかるコール・オプションを売却することを基本とします。この場合、保有株数の一部または全部にかかるコール・オプションを

売却します。

・同一の銘柄に対し条件の異なる複数のコール・オプションを売却する場合があります。

・各コール・オプションの満期時において、再度コール・オプションを売却する場合があります。この場合、コール・オプション条件は異なる可能性があります。

・ファンドでは、原則として、権利行使が満期日のみに限定されているオプションを利用することを基本とします。

● 「野村グローバル高配当株プレミアム（通貨選択型）」は、投資する外国投資信託において為替取引手法の異なる2つのコース（円コース、通貨セレクトコース
（各コースには「毎月分配型」、「年2回決算型」があります。））から構成されています。

● 高水準のインカムゲインの確保と中長期的な信託財産の成長を図ることを目指します。

● 世界の高配当利回り株式（以下、「高配当株」といいます。）を実質的な主要投資対象※1とします。加えて、保有する銘柄にかかるコール・オプションを売却し、

オプションのプレミアム収入※2の獲得を目指す「株式プレミアム戦略」を実質的に活用します。
※1「実質的な主要投資対象」とは、外国投資信託や「野村マネー マザーファンド」を通じて投資する、主要な投資対象という意味です。

※2 オプションを売った対価として受取る権利料のことを指します。

● 円建ての外国投資信託「ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・ハイ・ディビデンド・エクイティ・プレミアム」および国内投資信託
「野村マネー マザーファンド」に投資します。

・ 「ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・ハイ・ディビデンド・エクイティ・プレミアム」には、為替取引手法の異なる2つのクラスがあります。

※ 選定通貨は、投資対象とする外国投資信託の投資顧問会社が選定した通貨を指します。
詳細は、交付目論見書の「各コースが投資対象とする外国投資信託の概要」の投資方針をご覧ください。

◆ 通常の状況においては、「ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・ハイ・ディビデンド・エクイティ・プレミアム」への投資を中心とします※が、

投資比率には特に制限は設けず、各投資対象ファンドの収益性および流動性ならびにファンドの資金動向等を勘案のうえ決定します。
※ 通常の状況においては、「ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・ハイ・ディビデンド・エクイティ・プレミアム」への投資比率は、概ね90％以上を目処とします。

・投資顧問会社が、高配当株や株式オプションの運用を行なう副投資顧問会社の選定と、各副投資顧問会社が運用する信託財産の配分比率を決定します。

・副投資顧問会社の選定にあたっては、運用体制や運用プロセスなどに対する独自の定性評価を重視し、高配当株や株式オプションの運用において優れていると判断した

運用会社を原則として複数選定します。

・投資顧問会社は選定した副投資顧問会社およびファンド全体のリスク特性の状況をモニターし、必要に応じて各副投資顧問会社が運用する信託財産の配分比率の変更や

副投資顧問会社の入替を適宜行ないます。

＊投資顧問会社は、副投資顧問会社の選定および信託財産の配分比率決定にあたり、野村ファンド・リサーチ・アンド・テクノロジー株式会社より助言を受けます。

＜一般的なコール・オプションとは＞
・ コール・オプションとは、ある特定の商品（株式など）を将来のある期日（満期日など）に、あらかじめ決められた特定の価格（＝権利行使価格）で買う権利を売買する

取引のことです。

・ 取引開始日に、コール・オプションの買い手は、その対価として、コール・オプションの売り手にプレミアム（権利料）を支払います。

・買い手は満期日に権利を行使して、当該商品を権利行使価格で手に入れることができます。一方、売り手はこの権利行使に応じる必要があります。商品の受渡しによ

る決済のほか、現金による決済もあります。

・株価水準や株価変動率が上昇すること等が、コール・オプションの評価値の上昇要因となります。なお、コール・オプションの売却を行なう場合には、コール・オプション

の評価値の上昇は、損失を被る要因となります。
※上記は、コール・オプションの全てを説明したものではありません。また、当てはまらない場合もあります。

円コース

（毎月分配型）／（年2回決算型）

通貨セレクトコース

（毎月分配型）／（年2回決算型）

コース名

組入資産を、原則として対円で為替ヘッジを行ないます。

組入資産について、原則として、実質的に当該組入資産にかかる通貨を売り、

選定通貨※（米ドルを除く）を買う為替取引を行ないます。

各コースが投資対象とする外国投資信託の為替取引手法

● 「野村グローバル高配当株プレミアム（通貨選択型）」は、投資する外国投資信託において為替取引手法の異なる2つのコース（円コース、通貨セレクトコース
（各コースには「毎月分配型」、「年2回決算型」があります。））から構成されています。

● 高水準のインカムゲインの確保と中長期的な信託財産の成長を図ることを目指します。

● 世界の高配当利回り株式（以下、「高配当株」といいます。）を実質的な主要投資対象※1とします。加えて、保有する銘柄にかかるコール・オプションを売却し、

オプションのプレミアム収入※2の獲得を目指す「株式プレミアム戦略」を実質的に活用します。
※1「実質的な主要投資対象」とは、外国投資信託や「野村マネー マザーファンド」を通じて投資する、主要な投資対象という意味です。

※2 オプションを売った対価として受取る権利料のことを指します。

● 円建ての外国投資信託「ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・ハイ・ディビデンド・エクイティ・プレミアム」および国内投資信託
「野村マネー マザーファンド」に投資します。

・ 「ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・ハイ・ディビデンド・エクイティ・プレミアム」には、為替取引手法の異なる2つのクラスがあります。

※ 選定通貨は、投資対象とする外国投資信託の投資顧問会社が選定した通貨を指します。
詳細は、交付目論見書の「各コースが投資対象とする外国投資信託の概要」の投資方針をご覧ください。

◆ 通常の状況においては、「ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・ハイ・ディビデンド・エクイティ・プレミアム」への投資を中心とします※が、

投資比率には特に制限は設けず、各投資対象ファンドの収益性および流動性ならびにファンドの資金動向等を勘案のうえ決定します。
※ 通常の状況においては、「ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・ハイ・ディビデンド・エクイティ・プレミアム」への投資比率は、概ね90％以上を目処とします。

・投資顧問会社が、高配当株や株式オプションの運用を行なう副投資顧問会社の選定と、各副投資顧問会社が運用する信託財産の配分比率を決定します。

・副投資顧問会社の選定にあたっては、運用体制や運用プロセスなどに対する独自の定性評価を重視し、高配当株や株式オプションの運用において優れていると判断した

運用会社を原則として複数選定します。

・投資顧問会社は選定した副投資顧問会社およびファンド全体のリスク特性の状況をモニターし、必要に応じて各副投資顧問会社が運用する信託財産の配分比率の変更や

副投資顧問会社の入替を適宜行ないます。

＊投資顧問会社は、副投資顧問会社の選定および信託財産の配分比率決定にあたり、野村ファンド・リサーチ・アンド・テクノロジー株式会社より助言を受けます。

＜一般的なコール・オプションとは＞
・ コール・オプションとは、ある特定の商品（株式など）を将来のある期日（満期日など）に、あらかじめ決められた特定の価格（＝権利行使価格）で買う権利を売買する

取引のことです。

・ 取引開始日に、コール・オプションの買い手は、その対価として、コール・オプションの売り手にプレミアム（権利料）を支払います。

・買い手は満期日に権利を行使して、当該商品を権利行使価格で手に入れることができます。一方、売り手はこの権利行使に応じる必要があります。商品の受渡しによ

る決済のほか、現金による決済もあります。

・株価水準や株価変動率が上昇すること等が、コール・オプションの評価値の上昇要因となります。なお、コール・オプションの売却を行なう場合には、コール・オプション

の評価値の上昇は、損失を被る要因となります。
※上記は、コール・オプションの全てを説明したものではありません。また、当てはまらない場合もあります。

円コース

（毎月分配型）／（年2回決算型）

通貨セレクトコース

（毎月分配型）／（年2回決算型）

コース名

組入資産を、原則として対円で為替ヘッジを行ないます。

組入資産について、原則として、実質的に当該組入資産にかかる通貨を売り、

選定通貨※（米ドルを除く）を買う為替取引を行ないます。

各コースが投資対象とする外国投資信託の為替取引手法

■外国投資信託「ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・ハイ・ディビデンド・エクイティ・プレミアム」の主な投資方針について■

◆世界の高配当株を主要投資対象とし、高水準のインカムゲインの確保と中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行なうことを基本とします。

◆高配当株への投資に加えて、「株式プレミアム戦略」を活用し、さらなる収益の獲得を目指します。「株式プレミアム戦略」とは、保有する銘柄にかかる

コール・オプションを売却し、オプションのプレミアム収入の獲得を目指す戦略をいいます。

・各コール・オプションの売却等は、市場環境等を考慮し、それぞれ異なるタイミングで行ないます。

・保有銘柄の一部または全部にかかるコール・オプションを売却することを基本とします。この場合、保有株数の一部または全部にかかるコール・オプションを

売却します。

・同一の銘柄に対し条件の異なる複数のコール・オプションを売却する場合があります。

・各コール・オプションの満期時において、再度コール・オプションを売却する場合があります。この場合、コール・オプション条件は異なる可能性があります。

・ファンドでは、原則として、権利行使が満期日のみに限定されているオプションを利用することを基本とします。

◆設定・運用は

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号
一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員

一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員
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追加型投信／内外／株式

2021年10月29日

（月次改訂）

野村グローバル高配当株プレミアム

（通貨選択型）
マンスリーレポート

ファンドの販売会社、基準価額等については、下記の照会先までお問い合わせください。

野村アセットマネジメント株式会社
☆サポートダイヤル☆ 0120-753104 （フリーダイヤル）

＜受付時間＞営業日の午前9時～午後5時

☆インターネットホームページ☆ http://www.nomura-am.co.jp/

＜委託会社＞ 野村アセットマネジメント株式会社

［ファンドの運用の指図を行なう者］

＜受託会社＞ 野村信託銀行株式会社

［ファンドの財産の保管および管理を行なう者]

ファンドは、値動きのある証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファン

ドの運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、本書中の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありま

せん。当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料です。投資信託のリスクやお申込メモの詳細についてのご確認や、投資信託をお申込みいただくにあ

たっては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。

各ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、株式等に実質的に投資し、加えてオプション取引を活用

しますので、当該株式等の価格下落や、当該株式等の発行会社の倒産や財務状況の悪化および

オプション価値の変動等の影響により、基準価額が下落することがあります。また、外貨建資産に投資し

ますので、為替の変動により基準価額が下落することがあります。
したがって、投資家の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失が

生じることがあります。なお、投資信託は預貯金と異なります。
※ファンドの基準価額の変動要因には、この他にも、債券価格変動リスクなどがあります。
※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）の「投資リスク」をご覧ください。

投資リスク

● 各コースはファンド・オブ・ファンズ方式で運用します。

● 「野村グローバル高配当株プレミアム（通貨選択型）」を構成する「毎月分配型」のファンド間および「年2回決算型」のファンド間で
スイッチングができます。

● 分配の方針

◆ 毎月分配型
原則、毎月17日（休業日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。
分配金額は、分配対象額の範囲内で、委託会社が決定するものとし、原則として、配当等収益等を中心に安定分配を行なうことを基本と
します。ただし、基準価額水準等によっては、売買益等が中心となる場合や安定分配とならない場合があります。なお、毎年5月および
11月の決算時には、上記安定分配相当額に委託会社が決定する額を付加して分配する場合があります。
※ 「原則として、配当等収益等を中心に安定分配を行なう」方針としていますが、これは、運用による収益が安定したものになることや基準価額が

安定的に推移すること等を示唆するものではありません。

◆ 年2回決算型
原則、毎年5月および11月の17日（休業日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。
分配金額は、分配対象額の範囲内で、基準価額水準等を勘案して委託会社が決定します。

＊委託会社の判断により分配を行なわない場合もあります。また、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。

資金動向、市況動向等によっては上記のような運用ができない場合があります。

ファンドの特色

【ご留意事項】
・投資信託は金融機関の預金と異なり、元本は保証されていません。 ・投資信託は預金保険の対象ではありません。
・登録金融機関が取り扱う投資信託は、投資者保護基金制度が適用されません。

◆設定・運用は

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号
一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員

一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員

【お申込メモ】 【当ファンドに係る費用】

●信託期間 2026年11月17日まで（2011年11月18日設定） ◆ご購入時手数料 ご購入価額に3.3％（税抜3.0％）以内で販売会社が独自に

●決算日および 【毎月分配型】年12回の決算時（原則、毎月17日。休業日の場合 定める率を乗じて得た額

　 収益分配 は翌営業日）に分配の方針に基づき分配します。 ＜スイッチング時＞

【年2回決算型】年2回の決算時（原則5月および11月の17日。 販売会社が独自に定める率を乗じて得た額

休業日の場合は翌営業日）に分配の方針に基づき分配します。 ＊詳しくは販売会社にご確認ください。

●ご購入価額 ご購入申込日の翌営業日の基準価額 ◆運用管理費用 ファンドの純資産総額に年0.968％（税抜年0.88％）の率を

●ご購入単位 一般コース：1万口以上1万口単位（当初元本1口＝1円）    （信託報酬） 乗じて得た額が、お客様の保有期間に応じてかかります。

　　　　　　　  または1万円以上1円単位 ○実質的にご負担いただく信託報酬率

自動けいぞく投資コース：1万円以上1円単位 ・円コース　　　年1.918％ 程度 （税込）
※お取扱いコース、ご購入単位は販売会社によって異なる場合があります。 ・通貨セレクトコース　　　年2.068％ 程度（注） （税込）

●ご換金価額 ご換金申込日の翌営業日の基準価額から信託財産留保額を （注）純資産総額によっては、記載の信託報酬率を下回る

差し引いた価額 場合があります。

●スイッチング 「毎月分配型」のファンド間および「年2回決算型」のファンド間で ＊ファンドが投資対象とする外国投資信託の信託報酬を加味

スイッチングが可能です。 して、投資者が実質的に負担する信託報酬率について算出
※販売会社によっては、一部または全部のスイッチングのお取扱いを行なわない場合 したものです。
があります。 ◆その他の費用・手数料 組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料、

●お申込不可日 販売会社の営業日であっても、申込日当日が下記のいずれかの 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、ファンドに関する

休業日に該当する場合または12月24日である場合には、原則、 租税等がお客様の保有期間中、その都度かかります。

ご購入、ご換金、スイッチングの各お申込みができません。 ※これらの費用等は運用状況等により変動するため、事前

・ルクセンブルグの銀行 ・ロンドン証券取引所 ・ロンドンの銀行 に料率・上限額等を示すことができません。

・ニューヨーク証券取引所 ・ニューヨークの銀行 ◆信託財産留保額 1万口につき基準価額に0.3％の率を乗じて得た額

・オーストラリア証券取引所 ・シドニーの銀行 （ご換金時、スイッチングを含む）

●課税関係 個人の場合、原則として分配時の普通分配金ならびに換金時 上記の費用の合計額については、投資家の皆様がファンドを保有される期間等に

（スイッチングを含む）および償還時の譲渡益に対して課税され 応じて異なりますので、表示することができません。

ます。ただし、少額投資非課税制度などを利用した場合には課税 ※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の「ファンドの費用・税金」をご覧ください。

されません。なお、税法が改正された場合などには、内容が変更に

なる場合があります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。
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追加型投信／内外／株式

2021年10月29日

（月次改訂）

野村グローバル高配当株プレミアム

（通貨選択型）
マンスリーレポート

ファンドは、値動きのある証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファンド
の運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、本書中の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありませ
ん。当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料です。投資信託のリスクやお申込メモの詳細についてのご確認や、投資信託をお申込みいただくにあたって
は、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。

分配金に関する留意点

◆設定・運用は

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号
一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員

一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員
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お申込みは

※上記販売会社情報は、作成時点の情報に基づいて作成しております。

※販売会社によっては取扱いを中止している場合がございます。

野村グローバル高配当株プレミアム（通貨選択型）

金融商品取引業者等の名称 登録番号

加入協会

日本証券業

協会

一般社団法人

日本投資

顧問業協会

一般社団法人

金融先物

取引業協会

一般社団法人

第二種金融商品

取引業協会

野村證券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第142号 ○ ○ ○ ○

ＦＦＧ証券株式会社 金融商品取引業者 福岡財務支局長（金商）第5号 ○
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